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　　         坂本菜の花著
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ヘウレーカ刊
978-4-909753-04-5

２０１５年春、石川県珠洲市から１５歳の坂本菜
の花さんは知り合いもほとんどいない沖縄に一人
で渡りました。自分の言葉を持つことを大事にす
るユニークな教育を試みる無認可学校「珊瑚舎
スコーレ」高等部に入学するためです。

折しも沖縄では、２０１４年末に故翁長雄志さん
が知事になり「辺野古NO」の大きなうねりが生
まれていました。併設の夜間中学に通うおじいや
おばあとの交流、今なお続く米軍がらみの事故
や事件を通して、基地の島の現実に触れていきま
す。

卒業までの３年間、その目に映る沖縄を北陸中日
新聞で故郷の読者に伝え連載「菜の花の沖縄日
記」が、このたび一冊の本になりました。出版を
記念して、20歳になった菜の花さんを囲み、石
川から沖縄の今を考えたいと思います。菜の花さ
んを追った沖縄テレビの同名のドキュメンタリー番
組「菜の花の沖縄日記」も上映します。ふるって
のご参加をお待ちしております。

坂本菜の花
1999 年、石川県珠洲市生まれ。中学卒業後、沖縄の無認可学校「珊
瑚舎スコーレ」に進学。2018 年 3月卒業。2015 年 4月～ 2018
年 3月にかけて、北陸中日新聞でエッセイ「菜の花の沖縄日記」
をほぼ毎月掲載。現在は実家の宿を手伝う。ときどき家出してあ
ちこち訪ね歩く。好きなことは畑作業とつまみ食い。

日 時

2019 年９月 10日（火）
18：30～ 20：30
会 場

北陸中日新聞（中日新聞北陸本社）
２階ホール
金沢市駅西本町２の 12の 30
JR 金沢駅西口から徒歩 10分

家族のもとを離れ、沖縄での高校生活を始めた15
歳の少女、菜の花。大好きな島で沖縄の人々、文
化、歴史に触れながら、沖縄と本土、そして自分と
の関係に思いをめぐらせる。自分の目で見て、自分
の耳で聴いて、自分の頭で考えて。大切なことは何
かを学び、自分ができることは何かを模索する日 を々、
みずみずしい感性でつづった3年間の軌跡。『北陸
中日新聞』で好評を博した連載、待望の書籍化。
8月中旬発売予定。

お申込み
▶本イベントは事前登録制です（定員 60人）
お申し込みはメールで東京新聞社会部・中山
（nakaym.y@chunichi.co.jp）まで。

スピーカー

沖縄テレビ放送『菜の花の沖縄日記』

事前登録制
入場無料

書籍『菜の花の沖縄日記』

菜の花さんの同名の新聞コラムをもとに制作したドキュメンタリー番組
（ディレクター・平良いずみさん）。第38回『地方の時代』映像
祭２０１８グランプリ受賞、日本民間放送連盟賞テレビ報道番組部
門優秀賞。２０２０年に劇場版を公開予定。


